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立 夏 の 候 、皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す ご 清 栄 の こ と と お 喜 び 申

し 上 げ ま す 。  

5 月 は 気 候 も 良 く な り 、ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク も あ り ま す ね 。た だ 、会

社 は 3 月 決 算 の 会 社 が 多 い で す 。 日 本 の 公 共 部 門 は 3 月 末 締 め が 多 い

せ い で し ょ う か 。3 月 決 算 の 会 社 は 5 月 末 ま で に 法 人 税 等 の 申 告 を し ま

す 。 仕 事 が 立 て 込 み ま す の で 、 ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク も 仕 事 で す (^^;)。

と い っ て も お 客 様 と の 打 ち 合 わ せ な ど の 日 数 が 限 ら れ る の で 、 個 人 的

に は 「 ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク い ら な い の に 」 と 思 っ て い ま す 。  

さ て 、 こ の 『 ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク 』 と い う 言 葉 、 昭 和 27 年 ご ろ に 映

画 界 が 宣 伝 の た め に 作 り 出 し た 言 葉 だ そ う で す 。 Ｎ Ｈ Ｋ は ゴ ー ル デ ン

ウ ィ ー ク と い う 言 葉 を 使 わ ず 、『 大 型 連 休 』と い う 言 葉 を 使 っ て い ま す 。

当 初 は『 ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク 』を 使 っ て い た の で す が 、1970 年 代 以 降「 の ん き に 何 日 も 休 ん で

い ら れ な い の に 、な に が ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク だ 」と い う ク レ ー ム が あ っ た り（ 私 も 全 く 同 感 で

す (^^;)）、『 ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク 』と い う 文 字 数 が 長 す ぎ て 字 幕 な ど に 制 限 が で き る 、ま た 、

最 近 は 『 10 連 休 』 な ど ウ ィ ー ク を 超 え て 休 む 企 業 も あ っ た り で 、 ウ ィ ー ク は 相 応 し く な い な

ど の 理 由 で 『 大 型 連 休 』 と い う 言 い 方 に し て い る よ う で す 。  

ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク は 、上 記 の よ う に 日 本 で で き た 言 葉 で す 。英 語 の 組 み 合 わ せ だ か ら と い

っ て ア メ リ カ や イ ギ リ ス に は あ り ま せ ん 。 中 国 は 5 月 1 日 を メ ー デ ー の 記 念 と し て そ の 週 を

『 黄 金 周 』と い っ て 1 週 間 の 休 み に し ま す が 、海 外 に は 基 本 的 に は 日 本 の ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク

の よ う な 連 休 は な く 、 ア メ リ カ で 一 番 長 い 連 休 は 『 感 謝 祭 』 の 4 連 休 だ そ う で す 。  

日 本 は 祝 日 の 数 が 世 界 で 3 番 目 に 多 く 、本 当 は 休 み が 多 い 国 ら し い で す（ 祝 日 の 意 義 に よ っ

て 変 わ り ま す ）。い つ も 仕 事 ば か り で と て も 疲 れ て い る の は 気 の せ い で し ょ う か（ 西 田 だ け で

す か ね (^^;)） 。 働 き 方 改 革 は ど こ へ … 。 で は 、 事 務 所 だ よ り 5 月 号 を お 送 り し ま す 。  

 

 ☆  お 知 ら せ （ 2025 年 5 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

5 月 12 日  
 

4 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

5 月 15 日  
 

特 別 農 業 所 得 者 の 承 認 申 請  

6 月  2 日  
 

個 人 の 道 府 県 民 税 及 び 市 町 村 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 通 知  

 

3 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 

3 月 、 6 月 、 9 月 、 12 月 決 算 法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 3 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定

申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

9 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 

消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 6 月 、9 月 、12 月 決 算 法 人・個 人 事 業 者 の 3 月 ご

と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,800 万 円 超 の 2 月 、3 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人・個 人 事 業 者 の

1 月 ご と の 中 間 申 告 (1 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 、 個 人 事 業 者 は 3 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

確 定 申 告 税 額 の 延 納 届 出 に 係 る 延 納 税 額 の 納 付  

  
 

自 動 車 税 (種 別 割 )の 納 付 （ 5 月 中 に お い て 都 道 府 県 の 条 例 で 定 め る 日 ）  

 

鉱 区 税 の 納 付 （ 5 月 中 に お い て 都 道 府 県 の 条 例 で 定 め る 日 ）  

 

 

 ☆  日 本 商 工 会 議 所 が イ ン ボ イ ス 制 度 等 の 実 態 調 査 結 果 を 公 表   

 

日 本 商 工 会 議 所 及 び 東 京 商 工 会 議 所 は 、「 中 小 企 業 に お け る イ ン ボ イ ス 制 度 、電 子 帳 簿 保 存

法 、 バ ッ ク オ フ ィ ス 業 務 の 実 態 調 査 」 結 果 （ 有 効 回 答 数 3,149 者 ） を 公 表 し ま し た 。  

 

そ れ に よ り ま す と 、イ ン ボ イ ス 発 行 事 業 者 へ の 登 録 状 況 は 、制 度 導 入 前 、免 税 事 業 者 だ っ た

事 業 者 の う ち 、 Ｂ ｔ ｏ Ｂ 中 心 事 業 者 で は 73.3％ （ 本 則 課 税 を 選 択 し た 事 業 者 が 22.6％ 、 簡 易

課 税 を 選 択 し た 事 業 者 が 50.7％ ） 、 Ｂ ｔ ｏ Ｃ 中 心 事 業 者 で は 24.9％ （ 同 9.5％ 、 同 15.4％ ）

が イ ン ボ イ ス の 事 業 者 登 録 を 行 い ま し た 。  

約 26％ の Ｂ ｔ ｏ Ｂ 中 心 事 業 者 が イ ン ボ イ ス 登 録 を 行 わ な か っ た こ と に な り ま す が 、 そ の 主

な 理 由 （ 複 数 回 答 ） と し て 、 「 新 た な 事 務 負 担 が 発 生 」 （ 57.1％ ） 、 「 新 た な 税 負 担 が 発 生 」

（ 47.1％ ） が 多 く 、 「 取 引 先 か ら の 要 請 が な か っ た 」 も 34.3％ あ り ま し た 。  

ま た 、 イ ン ボ イ ス 登 録 を 行 わ な か っ た 免 税 事 業 者 の う ち 、 Ｂ ｔ ｏ Ｂ 中 心 事 業 者 の 64.0％ が
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麦 畑 を ア ッ プ で 撮 っ て み る と 、 思 わ

ぬ 面 白 い 写 真 に な り ま し た (^^)。  
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今 後 登 録 を 検 討 、Ｂ ｔ ｏ Ｃ 中 心 事 業 者 の 約 7 割（ 69.5％ ）が 今 後 も 申 請 を 行 わ な い と 回 答 し ま

し た 。  

免 税 事 業 者 か ら イ ン ボ イ ス 登 録（ 課 税 に 転 換 ）し た 事 業 者 状 況 を み て み ま す と 、こ れ ら の 事

業 者 の う ち 、54.9％ が「 減 収 」と 回 答 し 、「 変 わ ら な い 」が 41.3％ で 、「 増 収 」は 3.8％ と な

り ま し た 。  

ま た 、免 税 事 業 者 が イ ン ボ イ ス 登 録 し た 場 合 、納 税 額 を 売 上 税 額 の 2 割 に 軽 減 す る 特 例 措 置

（ 2026 年 9 月 末 で 終 了 予 定 ） が あ り ま す が 、 事 業 者 の 85.5％ が 2 割 特 例 を 適 用 し 、 2 割 特 例

を 適 用 し た 事 業 者 の 85.2％ が ｢ス ム ー ズ に 消 費 税 申 告 で き た ｣と 回 答 し ま し た 。  

 

制 度 導 入 後 に お い て も 、ほ ぼ す べ て の 免 税 事 業 者 か ら の 仕 入 等 を 継 続 す る 事 業 者 は 74.0％ 、

今 後 も 継 続 予 定 の 事 業 者 は 47.1％ と な り ま し た 。  

制 度 導 入 に よ り 約 半 数（ 48.4％ ）が コ ス ト 増 加 と な り 、約 8 割（ 82.2％ ）が 事 務 負 担 増 加 と

回 答 し 、増 加 し た コ ス ト（ 複 数 回 答 ）は「 既 存 シ ス テ ム の 改 修 」（ 32.4％ ）、「 税 理 士 へ の 顧

問 料 」（ 25.0％ ）が 多 く 、増 加 し た 事 務 負 担（ 複 数 回 答 ）は 、「 仕 入 れ 先 の イ ン ボ イ ス 登 録 状

況 確 認 」 （ 66.0％ ） が 最 多 と な り ま し た 。  

 

私 は イ ン ボ イ ス 制 度 は 大 反 対 で す 。い ま 、時 限 措 置 で 食 料 品 の 消 費 税 を 非 課 税 に す る な ど の

議 論 が 行 わ れ て い ま す が 、こ れ か ら の 財 政 を 考 え る と 、残 念 な が ら 消 費 税 は な く せ ま せ ん 。『 一

時 的 な 非 課 税 』は 、国 に と っ て 最 終 的 に 痛 み は あ り ま せ ん 。そ の 後 増 税 す れ ば い い だ け の こ と

で す 。覚 え て い ま す か ？ 当 初 消 費 税 の 税 率 は 3％ で し た 。 5％ 、 8％ 、 10％ 、「 嫌 だ 嫌 だ 」と い

っ て も 税 率 は 上 が っ て い ま す 。な の で 、一 時 的 な 非 課 税 、そ れ は 皆 さ ん の 目 を く ら ま す た め の

方 便 で す 。 本 当 に 怖 い の は イ ン ボ イ ス 制 度 で す 。  

 

 

 ☆  元 国 税 局 員 が 脱 税 指 南   

 

 東 京 地 検 特 捜 部 は 、大 阪 国 税 局 の 元 職 員 と 東 京・世 田 谷 区 の 不 動 産 会 社 代 表 の 2 人 を 法 人 税

法 違 反 （ 脱 税 ） の 罪 で 起 訴 し ま し た 。 2 人 は 共 謀 し て 2020 年 4 月 ま で の 1 年 間 に 、 こ の 不 動

産 会 社 が 架 空 の 出 資 金 取 引 で 損 が 出 た よ う に 見 せ か け る な ど し て 、 約 2 億 1 千 万 円 の 所 得 を

隠 し 、法 人 税 約 5,100 万 円 を 脱 税 し た と さ れ て い ま す 。東 京 地 検 は 2 人 の 認 否 を 明 ら か に し て

い ま せ ん 。  

 

 元 職 員 は 大 阪 国 税 局 で 法 人 調 査 な ど を 担 当 し て い ま し た が 、 2010 年 ご ろ に 退 職 。 そ の 後 は

コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 な ど を 経 営 し 、職 員 時 代 の 経 験 を い か し て 全 国 で 節 税 に 関 す る セ ミ ナ ー

を 開 い て い ま し た 。 税 理 士 の 資 格 は あ り ま せ ん 。 そ し て 元 職 員 と 不 動 産 会 社 の 代 表 は 2019 年

ご ろ に 紹 介 で 知 り 合 っ た そ う で す 。  

 

 今 回 の 事 件 で は 、元 職 員 が 所 有 す る 合 同 会 社 に 対 し て 不 動 産 会 社 が 出 資 。合 同 会 社 の 業 績 が

悪 化 し た と 見 せ か け 、不 動 産 会 社 に も 損 失 が 出 た よ う に 装 っ て い た と さ れ て い ま す 。し か し 実

際 に は 、出 資 金 自 体 が 架 空 で 、損 失 は 発 生 し て い ま せ ん で し た 。元 職 員 は「 脱 税 指 南 」の 報 酬

と し て 約 1,700 万 円 を 得 て い た も の と 見 ら れ て い ま す 。  

 

 東 京 地 検 特 捜 部 は 、2 月 6 日 の 時 点 で 元 職 員 を 法 人 税 法 違 反（ 脱 税 ）の 容 疑 で 逮 捕 。25 日 に

は 東 京 国 税 局 査 察 部 が 不 動 産 会 社 代 表 を 東 京 地 検 に 告 発 し て い ま し た 。  

 

 

 ☆  法 人 ク レ ジ ッ ト カ ー ド の 社 員 の 不 正 利 用 事 件   

 

◆  ほ ん の 出 来 心 か ら 始 ま っ た 私 的 利 用  

社 員 の 経 費 精 算 に 便 利 な 法 人 ク レ ジ ッ ト カ ー ド 。あ る 大 手 自 動 車 メ ー カ ー の 経 理 担 当 を し て

い た 元 社 員 が 軽 い 気 持 ち で 動 画 配 信 の 「 投 げ 銭 」 に カ ー ド を 使 っ て し ま っ た 事 件 が あ り ま す 。

初 回 は 2019 年 4 月 、 2 回 利 用 し て 3,000 円 程 度 で し た 。 「 や っ て み た ら 使 え た 」 し 、 何 も 聞

か れ な い の で 続 け て い た と い い ま す 。4 年 弱 で 3,262 回 、約 4,300 万 円 の 損 害 を 会 社 に 与 え ま

し た 。  

生 活 に 苦 労 は し て い ま せ ん で し た が 、趣 味 の「 投 げ 銭 」に 多 く が 使 わ れ て い ま し た 。ネ ッ ト

上 で お 気 に 入 り の 動 画 配 信 者 に お 金 や ギ フ ト を 送 る「 投 げ 銭 」は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 禍 を 経

て 急 速 に 普 及 し て い ま す 。会 社 で は 物 品 購 入 な ど の 経 理 事 務 を 担 当 し 他 の 社 員 の カ ー ド 管 理 も

任 さ れ 、退 職 な ど で 返 却 さ れ た カ ー ド の 受 取 窓 口 で も あ っ た の で そ の カ ー ド に も 手 を つ け る よ

う に な り ま し た 。推 し 活 写 真 の 購 入 、旅 行 費 用 や ジ ム 費 用 、船 舶 免 許 取 得 等 に も 使 っ て い ま し

た 。 会 社 は 匿 名 の 通 報 を 受 け て 内 部 調 査 で 不 正 を 確 認 、 刑 事 告 訴 し た の は 2024 年 2 月 。 背 任

容 疑 で 元 社 員 は 逮 捕 さ れ ま し た 。  

 

◆  法 定 の 供 述 か ら は 課 題 が 浮 か ぶ  

1.チ ェ ッ ク 体 制 の 不 備  

・ 経 費 の 承 認 時 に 明 細 書 の 添 付 が 不 要  

・ カ ー ド の 返 却 窓 口 を 一 人 に 任 せ て い た  

・ 予 算 抑 制 よ り 使 い 切 る 風 潮 で あ っ た の で 厳 し い チ ェ ッ ク を 妨 げ た  

2.組 織 文 化 の 影 響  

 部 署 内 で は 経 費 削 減 よ り 「 予 算 の 使 い 切 り 」 が 優 先 さ れ る 風 潮 が あ っ た  

3.責 任 の 所 在  

 上 司 の 監 督 責 任 を 問 わ れ 降 格 処 分 、 会 社 の 信 用 も 失 墜 を 免 れ な か っ た  

 

◆  社 会 的 影 響  

業 務 効 率 化 の 一 環 で 経 費 精 算 の た め に 法 人 向 け ク レ ジ ッ ト カ ー ド を 導 入 す る 企 業 は 増 え て

い ま す 。 日 本 ク レ ジ ッ ト 協 会 に よ れ ば 2024 年 3 月 の 法 人 カ ー ド 発 行 枚 数 は 約 1,170 万 枚 。 10

年 前 と 比 べ て 1.8 倍 に 増 え て い ま す 。会 社 と 従 業 員 の 双 方 に 利 便 性 が 高 い の で す が 、そ の 分 管

理 に は 気 を 付 け な け れ ば な り ま せ ん 。  

再 発 防 止 に は 利 用 明 細 書 の 提 出 義 務 、カ ー ド 利 用 履 歴 の 定 期 的 監 査 、複 数 人 で の チ ェ ッ ク 体

制 を 敷 く ほ か 、従 業 員 へ の 倫 理 教 育 、不 正 利 用 の リ ス ク を 周 知 さ せ 、シ ス テ ム で も 不 正 を 自 動

検 知 で き る 仕 組 み の 導 入 な ど を 検 討 し ま し ょ う 。  


